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札幌市民憲章推進会議

札幌市民憲章 

前章 わたしたちは､時計台の鐘がなる札幌の市民です。 

１章 元気ではたらき､豊かなまちにしましょう。 

２章 空も道路も草木も水も､きれいなまちにしましょう。 

３章 きまりをよくまもり､住みよいまちにしましょう。 

４章 未来をつくる子どものしあわせなまちにしましょう。 

５章 世界とむすぶ高い文化のまちにしましょう。 
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報告第１号

令和２年度事業報告（一般会計・特別会計） 

市民憲章の精神がより多くの市民の心の中に定着し、受け継がれていくために、市民憲

章の普及と実践活動のための事業推進に努めた。 

なお、令和 2年度は一般会計による事業のみを実施した。 

１ 花壇への花苗の植込み支援 

市民憲章第 2章「空も道路も草木も水も、きれいなまちにしましょう。」の実現を目指

し、市内の街区公園等に設置している市民憲章花壇（市民憲章制定 20 周年記念花壇 5か

所及び五輪花壇 1 か所）への、地域住民の参加により行われる花苗の植込み作業を支援

している。 

令和 2 年度は新型コロナウイルスの影響により、上記 6 か所のうち、3 か所で植込み

が中止となった。植込みが行われた 3 か所の地域団体に対しては、交付金又は花苗等の

現物の提供を行った。（事業費 77,664 円） 

花壇 所在地等 支援内容 

20 周年 

記念花壇 

北 27 条公園通り 

（北区北 26 条西 6丁目） 
植込みを実施する地域団体に対し

て交付金を支給 

（20,000 円×2団体） 
発寒河畔公園 

（西区琴似 4条 3丁目） 

元町公園 

（東区北 22 条東 19 丁目） 

※新型コロナウイルスの影響によ

り、植込み中止 

やなぎ公園 

（白石区平和通 5丁目北） 

真栄みつば公園 

（清田区真栄 5条 4丁目） 

五輪花壇 
東 7丁目緑地 

（中央区北 1条東 7丁目） 

花苗・土・肥料を現物提供 

（37,664 円） 
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報告第１号

２ 市民憲章実践優良者表彰

地域・職域において、率先して市民憲章を普及し、市民憲章を実践する活動を行って

いる団体・個人を表彰する制度。

令和 2年度は、令和 2年 11 月 24 日（火）に札幌市役所本庁舎において表彰式を開催

予定であったが、新型コロナウイルス感染症の急速な拡大を受け、急遽式典を中止した。 

受賞した 8団体・5個人へは、郵送等により表彰状及び記念品（盾）を贈呈した。（事

業費 129,768 円） 

被表彰者（五十音順） 推薦者

団

体

厚別中央地区交通安全実践会 厚別中央町内会連合会

琴似中央小地域開放もえぎ図書館 八軒中央連合町内会

特定非営利活動法人 札幌清田ホタルの会 里塚・美しが丘地区町内会連合会

札幌市赤十字奉仕団 太平百合が原分団 札幌市赤十字奉仕団

南沢第一町内会 南沢地区町内会連合会

株式会社やまもく 八軒中央連合町内会

陸上自衛隊真駒内駐屯地ボランティア曹友会 真駒内地区連合会

柳寿会 厚別中央町内会連合会

個

人

小野
お の

 和也
かず や

札幌市商店街振興組合連合会

中島
なかじま

 和也
かず や

札幌市商店街振興組合連合会

平野
ひら の

 啓司
けい じ

北海道鍼灸柔整マッサージ師会

平野
ひら の

 惠
めぐみ

心の里親会・奨学会

山岸
やまぎし

 賢
けん

もみじ台自治連合会
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報告第１号

３ 「北 1 条通オフィス町内会 セーフティ＆クリーン大作戦」への参加 

市民憲章第 2章「空も道路も草木も水も、きれいなまちにしましょう。」の実現を目指

し、北 1条通沿い（西 1丁目～西 14 丁目）において実施している清掃・交通安全街頭啓

発活動「北 1 条通オフィス町内会セーフティ＆クリーン大作戦」に、世話人として参加

した。なお、例年は春・秋 2 回の開催だが、令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の

影響により、秋のみの実施となった。（事業費 0円） 

実施日 参加団体数 参加者数 

令和 2年 9月 17 日（木） 88 団体 約 790 人 

４ 市民憲章普及啓発事業の実施 

市民憲章の普及啓発を図るための事業として、「北 1条通オフィス町内会セーフティ

＆クリーン大作戦」（9 月 17 日開催）において、清掃活動及び交通安全旗の波参加者

に対し、啓発用マスクを配布することで市民への啓発を図った。 

また、昨年度に引き続き、札幌市内の子どもが市民憲章を学ぶきっかけとして、市

民憲章全文を掲載したページを掲載したまちづくり副教材「子どもまちづくり手引書」

（小学校 3～6年生を対象として発行）を市内の小学校へ発送。 

なお、このほか予定していたイベント会場でのパネル展の実施や、観覧者へのパン

フレット、啓発ティッシュの配布は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により中

止。（事業費 23,100 円） 
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報告第１号

５ 各団体への協賛

(1) 「公益社団法人 小さな親切運動北海道本部」への協賛 

この法人は、「小さな親切」を前提とする新たな社会道義の確立に寄与することを目

的として「小さな親切」の心を育てる活動を行っている法人であり、実践者を表彰す

る「小さな親切実行章」、作文コンクール、ごみ拾い運動などの事業を行っている。 

当会議では、この法人の賛助会員となっており、賛助会費の支払いを通して、市民

憲章の理念の推進に資するこの法人の活動を支援している。（賛助会費 10,000 円） 

(2) 「公益社団法人 心の里親会・奨学会」への協賛 

この法人は、「すべての子らに母の愛情を」の理念の下、児童養護施設で生活する子

供を対象に、文通による精神的支援をはじめ、様々な支援活動を行っている。 

当会議では、この法人が行っている「児童養護施設の児童絵画・書道展」に対して、

名義後援及び「札幌市民憲章推進会議議長賞」の授与を行っており、同賞において授

与する賞状と盾を贈呈した。 

さらに令和 2年度からは、同法人の「作文コンクール」にも新たに議長賞を設置し、

同賞において授与する賞状と盾を贈呈した。（事業費 5,313 円） 
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議案第１号

（単位：円）

予算額
(A)

決算額
(B)

増減
(B)－(A)

450,000 441,000 △ 9,000

67,000 67,000 0

299,126 299,126 0

0 1 1

816,126 807,127 △ 8,999

（単位：円）

予算額
(A)

決算額
(B)

増減
(B)－(A)

587,000 257,185 △ 329,815

40,000 11,340 △ 28,660

547,000 245,845 △ 301,155 推進活動費 230,532

77,664

23,100

129,768

0

負担金補助及び交付金 15,313

10,000

5,313

0

90,000 22,728 △ 67,272

139,126 0 △ 139,126

0 527,214 527,214

816,126 807,127 △ 8,999

令和２年度　一般会計歳入歳出決算

【歳入の部】

科　　目 備　　　考

１　会　  　　　費
・賛助会費
（個人124口、団体379口）

１　事　　業　　費

２　交　  付　　金 ・札幌市からの交付金

３　繰　  越　　金 ・令和元年度からの繰越金

４ 　雑　  　　　入 ・(預金利息)

合　　計

【歳出の部】

科　　目 備　　　考

ミニさっぽろ2020負担金（※中止のためなし）

1 　会　 議　 費
総会・常任委員会等
※書面表決用はがき購入費用

2 　推進活動費

花壇植込

普及啓発費

実践優良者表彰関係費

セーフティ＆クリーン大作戦関係費

小さな親切運動負担金

心の里親会児童絵画・書道展負担金

合　　計

２　事  務  局  費
・事務費
  庁舎使用料、振込手数料等

３　予　  備　　費 ・市民憲章板補修（実施なし）

４　繰　  越　　金 ・令和3年度への繰越金
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議案第２号

（単位：円）

予算額
(A)

決算額
(B)

増減
(B)－(A)

0 0 0

1,652,574 1,652,574 0

1 14 13

1,652,575 1,652,588 13

（単位：円）

予算額
(A)

決算額
(B)

増減
(B)－(A)

200,000 0 △ 200,000

0 0 0

1,452,575 1,652,588 200,013

1,652,575 1,652,588 13

備　　　考

・預金利息等

２　予　  備　　費

・令和3年度への繰越金３　繰　  越　　金

【歳出の部】

科　　目

合　　計

令和２年度　周年記念行事等特別会計 歳入歳出決算

１ 事  業  収  入

【歳入の部】

科　　目 備　　　考

２　繰　  越　　金

合　　計

・令和元年度からの繰越金

３　雑　   　　　入

１　事　　業　　費 ・市民憲章板補修（実施なし）
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議案第３号

令和３年度事業計画(案)（一般会計・特別会計） 

市民憲章の精神がより多くの市民の心の中に定着し、受け継がれていくために、市民憲

章の普及と実践活動のための事業を推進する。 

１ 市民憲章実践優良者表彰

地域・職域において、率先して市民憲章を普及し、市民憲章を実践する活動を行って

いる団体・個人を表彰する。［令和３年 11 月実施予定］

２ 「ミニさっぽろ 2021」の共催 

令和３年度に開催される予定の「ミニさっぽろ 2021」において、会場内に市民憲章周

知のパネルを掲示し、子どもたちに市民憲章の啓発のための用品を配布するとともに、

保護者向けにもパンフレットを配布し、市民憲章の普及を図る。［開催日未定］ 

３ 「北 1条通オフィス町内会 セーフティ＆クリーン大作戦」への参加 

北 1条通沿い（西 1丁目～西 14 丁目）において実施している清掃・交通安全街頭啓発

活動「北 1 条通オフィス町内会セーフティ＆クリーン大作戦」に、世話人として参加す

る。［9月 16 日（木）実施予定］

４ 花壇への花苗の植込み支援 

市民憲章花壇（市民憲章制定 20 周年記念花壇 5か所及び五輪花壇 1か所）に花苗の植

込みを行う地域団体に対して、交付金又は花苗等の現物の提供を行う。 

５ 市民憲章普及啓発事業の実施 

これまで実施してきたパネル展等の方法により、市民憲章を広く市民に普及・啓発す

るための取組を行う。［実施時期未定］ 

６ 各団体への協賛

(1) 「公益社団法人 小さな親切運動北海道本部」への協賛 

  賛助会員としての協賛を継続する。 
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議案第３号

(2) 「公益社団法人 心の里親会・奨学会」への協賛 

当該法人が実施する事業「児童養護施設の児童絵画・書道展」及び「児童養護施設

の作文コンクール」に対して、名義後援及び「札幌市民憲章推進会議議長賞」の授与

を行い、同賞において授与する賞状３枚と盾３基を提供する。 

７ 屋外市民憲章板の補修（周年記念行事等特別会計事業による事業） 

市内 6 か所の市民憲章制定 20 周年記念花壇等に設置されている市民憲章板について、

必要に応じて補修作業等を実施する。［必要に応じて随時実施］ 
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議案第４号

（単位：円）

令和２年度
予算額(A)

令和３年度
予算額(B)

増減
(B)－(A)

450,000 440,000 △ 10,000

67,000 67,000 0

299,126 527,214 228,088

0 0 0

816,126 1,034,214 218,088

（単位：円）

令和２年度
予算額(A)

令和３年度
予算額(B)

増減
(B)－(A)

587,000 587,000 0

40,000 40,000 0

547,000 547,000 0 推進活動費 430,000

140,000

150,000

140,000

0

負担金補助及び交付金 117,000

10,000

5,000

2,000

100,000

90,000 90,000 0

139,126 357,214 218,088

816,126 1,034,214 218,088

３　予　  備　　費

2 　推進活動費

花壇植込

普及啓発費

・事務費
  庁舎使用料、振込手数料等

セーフティ＆クリーン大作戦関係費

心の里親会児童絵画・書道展負担金

心の里親会作文コンクール負担金

令和３年度　一般会計 歳入歳出予算(案)

１　会　  　　　費

【歳入の部】

科　　目 備　　　考

・預金利息等

２　交　  付　　金

３　繰　  越　　金

合　　計

実践優良者表彰関係費

ミニさっぽろ負担金

２　事  務  局  費

市民憲章板補修費等

小さな親切運動負担金

１　事　　業　　費

1 　会　 議　 費

・賛助会費

・札幌市からの交付金

・令和２年度からの繰越金

４ 　雑　  　　　入

【歳出の部】

合　　計

備　　　考科　　目

総会・常任委員会等
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議案第５号

（単位：円）

令和２年度
予算額(A)

令和３年度
予算額(B)

増減
(B)－(A)

0 0 0

1,652,574 1,652,588 14

1 10 9

1,652,575 1,652,598 23

（単位：円）

令和２年度
予算額(A)

令和３年度
予算額(B)

増減
(B)－(A)

200,000 200,000 0

0 0 0

1,452,575 1,452,598 23

1,652,575 1,652,598 23

備　　　考

・預金利息等

２　予　  備　　費

・令和４年度への繰越金３　繰　  越　　金

【歳出の部】

科　　目

合　　計

令和３年度　周年記念行事等特別会計 歳入歳出予算(案)

１ 事  業  収  入

【歳入の部】

科　　目 備　　　考

２　繰　  越　　金

合　　計

・令和２年度からの繰越金

３　雑　   　　　入

１　事　　業　　費 ・市民憲章板補修
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議案第６号　

（敬称略）
役職名 団　体　名 職　名 氏　名

議 　長 松平　英明

副議長 札幌商工会議所 会頭 岩田　圭剛

〃 札幌市立高等学校・特別支援学校長会 会長 黒宮　裕久

〃 北海道放送株式会社 代表取締役社長  勝田　直樹 

〃 札幌市議会 議長 細川　正人

常任委員長 特定非営利活動法人さっぽろ時計台の会 会長 谷　征輝

常任副委員長 札幌市ＰＴＡ協議会 会長 中野　吉朗

常任委員 株式会社エフエム北海道 代表取締役社長 土屋　敦司

〃 札幌交通安全連合会 会長 木村　輝美

〃 一般社団法人札幌市医師会 事務局長 木工　明

〃 札幌市学校教護協会 理事長 小池　千秋

〃 一般社団法人札幌歯科医師会 事務局長 平田　学

〃 社会福祉法人札幌市社会福祉協議会 常務理事 菱谷　雅之

〃 札幌市赤十字奉仕団 委員長 横堀　道子

〃 一般財団法人　札幌市スポーツ協会 常務理事 長澤　茂嗣

〃 札幌市中学校長会 会長 中村　邦彦

〃 札幌市仏教連合会 会長 田中　清元

〃 一般社団法人札幌青年会議所 理事長 藤田　真吾

〃 札幌地区防犯協会連合会 会　長 山内　睦夫

〃 札幌テレビ放送株式会社 代表取締役社長 井上　健

〃 一般社団法人札幌薬剤師会 事務局長 長谷川　敏郎

〃 株式会社ジェイコム札幌 代表取締役社長 寺尾　弘一

〃 日本放送協会札幌拠点放送局 局　長 梅岡　宏

〃 北海道高等学校長協会石狩支部 石狩支部長 田尻　勝敏

〃 株式会社北海道新聞社 代表取締役社長 広瀬　兼三

〃 北海道テレビ放送株式会社 代表取締役社長 寺内　達郎

〃 北海道文化放送株式会社 代表取締役社長 加藤　雅規

〃 毎日新聞社北海道支社 支社長 清水　忠彦

〃 札幌市教育委員会 教育委員 阿部　夕子

〃 札幌市教育委員会 教育長 檜田　英樹

〃 札　幌　市 市民文化局長 本間　芳明

〃 札　幌　市 中央区長 中川　雅己

〃 札　幌　市 北区長 見上　雄一

〃 札　幌　市 東区長 小田原　史佳

〃 札　幌　市 白石区長 鈴木　和弥

〃 札　幌　市 厚別区長 前田　真子

〃 札　幌　市 豊平区長 天野　周治

〃 札　幌　市 清田区長 山田　一八

〃 札　幌　市 南区長 大平　英人

〃 札　幌　市 西区長 梅田　岳

〃 札　幌　市 手稲区長 土井　勝雄

監査委員 一般社団法人札幌観光協会 専務理事 今井　啓二

〃 札幌市小学校長会 会　長 島田　裕文

任期満了に伴う役員の選任について

　役員の構成については、規約第４条第１項に基づき議長１名、副議長若干名、常任委員若干
名、監査委員 若干名を選任することとしており、役員の選出については、同条第２項に基づき
構成員の互選によるものとしておりますが、書面決議での開催となりましたことから、以下の
とおり事務局から提案させていただきます。
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（敬称略）

議 　長 松平　英明

副議長 札幌商工会議所 会頭 岩田　圭剛

〃 札幌市立高等学校・特別支援学校長会 会長 黒宮　裕久

〃 北海道放送株式会社 代表取締役社長  勝田　直樹 

〃 札幌市議会 議長 細川　正人

常任委員長 特定非営利活動法人さっぽろ時計台の会 会長 谷　征輝

常任副委員長 札幌市ＰＴＡ協議会 会長 中野　吉朗

常任委員 株式会社エフエム北海道 代表取締役社長 土屋　敦司

〃 札幌交通安全連合会 会長 木村　輝美

〃 一般社団法人札幌市医師会 事務局長 木工　明

〃 札幌市学校教護協会 理事長 小池　千秋

〃 一般社団法人札幌歯科医師会 事務局長 平田　学

〃 社会福祉法人札幌市社会福祉協議会 常務理事 菱谷　雅之

〃 札幌市赤十字奉仕団 委員長 横堀　道子

〃 一般財団法人　札幌市スポーツ協会 常務理事 長澤　茂嗣

〃 札幌市中学校長会 会長 中村　邦彦

〃 札幌市仏教連合会 会長 田中　清元

〃 一般社団法人札幌青年会議所 理事長 藤田　真吾

〃 札幌地区防犯協会連合会 会　長 山内　睦夫

〃 札幌テレビ放送株式会社 代表取締役社長 井上　健

〃 一般社団法人札幌薬剤師会 事務局長 長谷川　敏郎

〃 株式会社ジェイコム札幌 代表取締役社長 寺尾　弘一

〃 日本放送協会札幌拠点放送局 局　長 梅岡　宏

〃 北海道高等学校長協会石狩支部 石狩支部長 田尻　勝敏

〃 株式会社北海道新聞社 代表取締役社長 広瀬　兼三

〃 北海道テレビ放送株式会社 代表取締役社長 寺内　達郎

〃 北海道文化放送株式会社 代表取締役社長 加藤　雅規

〃 毎日新聞社北海道支社 支社長 清水　忠彦

〃 札幌市教育委員会 教育委員 阿部　夕子

〃 札幌市教育委員会 教育長 檜田　英樹

〃 札　幌　市 市民文化局長 本間　芳明

〃 札　幌　市 中央区長 中川　雅己

〃 札　幌　市 北区長 見上　雄一

〃 札　幌　市 東区長 小田原　史佳

〃 札　幌　市 白石区長 鈴木　和弥

〃 札　幌　市 厚別区長 前田　真子

〃 札　幌　市 豊平区長 天野　周治

〃 札　幌　市 清田区長 山田　一八

〃 札　幌　市 南区長 大平　英人

〃 札　幌　市 西区長 梅田　岳

〃 札　幌　市 手稲区長 土井　勝雄

監査委員 一般社団法人札幌観光協会 専務理事 今井　啓二

〃 札幌市小学校長会 会　長 島田　裕文

札幌市民憲章推進会議　役員名簿

役職名 団　体　名 職　名 氏　名
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札幌市民憲章推進会議会則 

（最近改正 平成 28 年 5 月 30 日） 

（名称） 

第１条 この会議は、札幌市民憲章推進会議という。 

（目的） 

第２条 この会議は、札幌市民憲章の周知を図り市民憲章が真に市民生活の中に融和し、より豊か

な市民となるために適切な実践案を策定し、これを推進することを目的とする。 

（構成） 

第３条 この会議は、市内各団体の代表者をもって構成する。 

２ 構成員の補充は構成員 3名以上の推薦により、常任委員会において決定し、議長が委嘱する。

ただし、職務上の異動の場合は、その後任者をあてる。 

３ この会議は、第 1項の規定にかかわらず、特に必要と認めた者を構成員とすることができる。 

（役員） 

第４条 この会議には、次の役員を置く。 

議長 1 名  副議長 若干名  常任委員 若干名  監査委員 若干名 

２ 前項の役員は構成員の互選による。 

３ 役員に欠員を生じたときは、前項の規定により補充するものとする。 

ただし、職務上の事由による場合は、前条第 2項ただし書きの規定を準用する。 

（役員の任期） 

第５条 役員の任期は、選任後 2年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する総会の終結の

時までとする。ただし、再任を妨げない。 

２ 欠員により補充された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（役員の職務） 

第６条 議長はこの会議を代表し会務を総理する。 

２ 副議長は議長を補佐し、議長に事故あるときは、その職務を代行する。 

３ 常任委員は議長及び副議長をたすけ、この会議の業務を処理する。 

４ 監査委員はこの会議の会計並びに業務の運営状況を監査する。 

（顧問） 

第７条 この会議に顧問を若干名おくことができる。 

２ 顧問は、総会の議決を経て議長が委嘱する。 

（会議） 

第８条 この会議に総会及び常任委員会を設ける。 

（総会） 

第９条 総会は、毎年 1回開催する。ただし、議長が必要と認めるときは、臨時に開催することが

できる。 

２ 総会は、議長が招集する。 

３ 総会は、次の事項を審議する。 

(1) 会則の改正に関すること。 
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(2) 事業計画及び事業報告に関すること。 

(3) 予算及び決算に関すること。 

(4) 前各号に掲げるもののほか、議長が特に必要と認めること。 

（常任委員会） 

第 10 条 常任委員会は、第 4条第 1項の役員をもって構成する。 

２ 常任委員会には、構成員の互選により、常任委員の中から委員長 1名、副委員長若干名を置く。 

３ 常任委員会は、委員長が必要と認めたときに開催するものとし、委員長が招集する。 

４ 常任委員会は、次の事項を審議し、又は実施する。 

(1) 総会に提出すべきこと。 

(2) この会議の運営の細部に関すること。 

（会計） 

第 11 条 この会議は、寄付金その他の収入をもって、この会議の運営及びこの会議の目的を達成す

るために必要な事業等を行うものとする。 

（会計区分） 

第 12 条 この会議の会計は、一般会計及び特別会計とする。 

２ この会議に、周年行事の実施等に要する費用に充てるため、周年記念行事等特別会計を設置す

る。 

３ 周年行事等特別会計に属する現金は、同一年度内に限り一般会計に貸し付けることができるも

のとする。 

４ 前項による貸付は利息を付さないで行うことができるものとする。 

（会計年度） 

第 13 条 この会議の会計年度は、4月 1日から翌年 3月 31 日までとする。 

（専門委員） 

第 14 条 議長は、この会議の運営等につき必要と認めるときは、この会議に専門委員を置くことが

できる。 

（事務局） 

第 15 条 この会議の事務を処理するため、札幌市市民文化局内に事務局を置く。 

（補足） 

第 16 条 この会則に定めるもののほか、必要な事項については、議長が定める。 

附 則 

この会則は、昭和 47 年 5 月 31 日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成 20 年 6 月 9 日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

16


